
これらの車両は、緊急消防援助隊として
全国の被災地に出動します。

お問合せ 警防課 警防係 ＴＥＬ：３９－６６６１

支援車 消防署配備

はしごの先端が
曲がります！！

全長11.43m 全幅2.49ｍ
全高3.6ｍ 総重量20.35ｔ

はしご全長約３５ｍ（１１階相当）

はしご付消防自動車 消防署配備

積載水量 ５,０００リットル
フォームプロ（泡自動混合装置）積載

水槽付消防ポンプ自動車 間々田分署配備

乗車定員２１名
油圧式リフター３００kgまで可能

令和6（２０２４）年3月22日運用開始！

令和６年秋季全国火災予防運動実施中

纏
消 防 だ よ り
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New Machines

Arrival !!



ドローンの下部に光学３０倍
ズームの高性能カメラが付いて
いて、遠くにいる要救助者を鮮
明に映し出すことができる！！

ドローンの下部にスピーカー
が付いていて、約１５０ｍ先
の人にも声を届けることがで
きる！！

光学30倍
カメラ

高性能
スピーカー

地上を連続で撮影し、
つなぎ合わせることで、
詳細な航空写真を作成
することができる！！

お問合せ 地域消防課 地域係 TEL：３９－６６１４
地域消防課 消防団係 TEL：３９－６６５５

「連携元年」
消防団を中核として各防火防災団体が連携し、
地域防災力の向上を目指します！

自主防災会 消防団 幼年消防クラブ

ＥＳ消防クラブ 女性防火クラブ 中高校生消防
サポーターズクラブ

お問合せ 消防署 指揮調査係 TEL：３９－６６５９



鳴りますか？ご自宅の住宅用火災警報器
住宅用火災警報器は、住宅火災において命を守る大切な機器です。
万が一の場合に備え、点検をしましょう！
また、設置から１０年が過ぎていたり故障している住宅用火災警報器は交換しましょう！

本体のボタンを押すか、付属のひもを引くこと
で点検ができます。

・正常な場合(※メーカーによって音が異なります)

「ピーピーピー」、「ピーピーピー火事です」

・電池切れの場合

「ピッ…ピッ…」

・故障の場合

「ピッピッピッ…ピッピッピッ…」

●定期的に点検しましょう
設置年月を確認し、１０年が経過していたら交換
しましょう。設置年月がわからない場合は製造年
月を参考に交換しましょう。

●１０年たったら交換しましょう

お問合せ
予防課 予防係
TEL ：３９－６６５７
消防署 指導係
TEL ：３９－６６６５

生活の中にある身近な危険物
工場やガソリンスタンドなどで取り扱うもの以外にも、

皆さんの周りには様々な危険物が生活の中で使用されています。

身近にある危険物 安全に使用するポイント！！

・自動車の燃料となるガソリン・軽油

・暖房器具の燃料として使用される灯油

・消毒用のアルコール

・化粧品・制汗スプレー・etc・・・

１．火気の近くで使用しない。

２．直射日光が当たる場所等の高温にな
る場所で保管しない。

３．詰替えをするときは風通しの良い場
所で行い、可燃性蒸気を滞留させない。

４．危険物は使い切る。

５．正しい方法で廃棄する。

取扱には十分注意してください！

危険物は発火や引火しやすい等の性質をもって
おり、火災危険の高い物質です！
また、危険物が関連する火災や事故は周囲に大
きな被害を与える可能性が大きいため、取扱い
には注意が必要です。

お問合せ
予防課 保安係
TEL ：３９－６６５８

2014年以前に設置
されたものは交換の
対象となります

製造年月も参考に！



救急車の適正な利用にご協力ください！

急な病気やケガで心配な時や、救急医療を受診するか迷ったときに相談できる電話窓口です。
経験豊富な看護師が、家庭での対処方法や救急医療受診の目安について、アドバイスします。

令和５（２０２３）年１月１日～１２月３１日までの救急件数は １０，１２１件 前年と比べ
６００ 件増加しています。

搬送された人数 ８，９８１人のうち４９．２％が軽症（入院の必要がない方）となって
います。
■ 救急車は緊急の際に命を救う 市民のみなさんのための 貴重な医療資源です。
■ 病人やけが人の様子や事故の状況から、緊急性があると判断したときには、迷わず１１９番通報
をする必要があります。

緊急性がない場合は、自家用車やタクシー等の交通機関の利用をお願いします。
■ 一刻も早い治療が必要な人のために、救急車の適正利用に、ご理解・ご協力をお願いします。

お問合せ 消防署 救急係 TEL：３９－６６６６

迷ったときはとちまる救急安心電話相談

＃７１１９（概ね１５歳以上）
または０２８－６２３－３３４４

＃８０００（概ね１５歳未満）
または０２８－６２３－３５１１

月～金 １６：００～翌朝１０：００

土・日・祝 ２４時間

月～金 １６：００～翌朝１０：００
土・日・祝 ２４時間

山岳救助だけではない
空の消火隊『おおるり』との合同訓練

これから冬季に入ると河川敷などで枯草火災が増加していきます。
一度燃え広がると広範囲に延焼拡大することから、消防車両からの
消火活動と合わせて、防災ヘリコプターによる上空からの消火も有
効であるため、毎年、小山市消防本部と栃木県消防防災航空隊（防
災ヘリコプター「おおるり」）との連携訓練を実施しています。
防災ヘリコプターへの給水は、河川から直接給水する方法と、写真
のように消防車から給水する方法があります。

お問合せ
消防署 消防係
TEL：３９－６６６４


